


の
合
わ
な
い
詩
人
な
の
か
。
い
い
加
減
な
こ
と

ば
か
り
言
う
男
な
の
か
。

し
か
し
さ
ら
に
一
歩
を
進
め
て
考
え
る
と
、

彼
の
心
情
が
よ
く
わ
か
る
。
そ
も
そ
も
宝
を
持

つ
と
は
、
ど
う
い
う
こ
と
か
を
考
え
て
み
よ
う
。

高
価
な
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の
指
輪
は
も
ち
ろ

ん
、
卒
業
の
時
に
交
換
し
た
親
友
の
ボ
ー
ル
ペ

ン
ま
で
、
人
間
は
必
ず
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
に

宝
を
も
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
な
り
に
な
く
し
は

し
な
い
か
、
壊
し
は
し
な
い
か
と
心
配
で
な
ら

な
い
だ
ろ
う
。
な
ま
じ
宝
が
あ
る
か
ら
、
心
の

負
担
は
大
き
く
な
る
ば
か
り
だ
。

子
宝
も
同
じ
。
親
は
子
を
宝
と
思
え
ば
思
う

ほ
ど
子
へ
の
心
配
、
大
切
だ
と
思
う
心
の
負
担

は
ど
ん
ど
ん
増
殖
し
て
、
切
り
が
な
い
。

憶
良
が
「
最
高
の
宝
は
子
だ
」
と
断
言
し
た

と
は
、
も
っ
と
も
心
の
負
担
の
重
い
も
の
が
子

だ
と
宣
言
す
る
こ
と
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

わ
た
し
は
、
よ
く
長
寿
法
は
何
だ
と
聞
か
れ

る
が
、
と
り
た
て
て
い
う
ほ
ど
の
こ
と
は
、
な

い
。
し
い
て
い
え
ば
、「
出
合
う
」
こ
と
だ
。

物
に
深
く
感
動
す
る
こ
と
だ
ろ
う
か
。

仕
事
柄
、
毎
日
本
を
読
む
。
す
る
と
た
ち
ま

ち
、
い
ろ
い
ろ
な
疑
問
に
出
合
う
。
そ
こ
で
、

こ
れ
は
一
体
何
だ
、
な
ぜ
そ
う
な
る
の
か
と
、

常
に
思
う
よ
う
に
な
る
。
そ
の
こ
と
が
お
も
し

ろ
く
て
、
つ
い
つ
い
馬
齢
を
重
ね
て
し
ま
っ
た

の
だ
ろ
う
。

そ
う
し
た
疑
問
の
ひ
と
つ
に
『
万
葉
集
』
の

山や
ま
の
う
え
の
お
く
ら

上
憶
良
の
歌
が
あ
る
。

銀し
ろ
が
ね

も　

金く
が
ね

も
玉
も　

何
せ
ん
に

勝ま
さ

れ
る
宝　

子
に
及し

か
め
や
も

金
・
銀
・
玉
と
い
う
世
上
で
宝
と
さ
れ
る
も
の

も
、
子
と
い
う
宝
に
及
ば
な
い
と
い
う
一
首
だ
。

こ
の
一
首
が
現
代
わ
れ
わ
れ
が
「
子
宝
」
と

い
う
元
祖
だ
ろ
う
。
か
わ
い
い
我
が
子
が
親
に

と
っ
て
宝
で
あ
る
こ
と
は
、
い
う
ま
で
も
な
い
。

と
こ
ろ
が
こ
の
歌
の
作
者
は
、
一
首
に
先

立
っ
て
親
た
る
者
、
子
を
持
つ
と
心
配
で
な
ら

ず
夜
も
ろ
く
に
寝
ら
れ
な
い
、
と
い
う
歌
も

作
っ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
ん
な
気
持
ち
に
な
る

の
は
愛
に
囚と
ら

わ
れ
た
せ
い
で
、
愛
を
捨
て
な
さ

い
と
い
っ
た
お
釈
迦
さ
ま
の
教
え
に
そ
む
く

と
、
反
省
す
る
文
章
ま
で
添
え
る
。

い
や
、
そ
む
く
と
思
い
な
が
ら
「
子
は
捨
て

わ
れ
わ
れ
は
万
人
が
親
を
も
つ
。
そ
し
て「
子

宝
」
と
い
う
こ
と
ば
は
、ほ
と
ん
ど
の
人
が
知
っ

て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
が
、
裏
返
し
に
親
を
安

眠
さ
せ
ず
、
病
気
を
す
る
と
親
に
心
配
を
か
け
、

無
念
に
も
死
に
で
も
す
れ
ば
、
親
に
ど
れ
ほ
ど

の
絶
望
を
あ
た
え
る
か
と
い
う
こ
と
を
、
何
人

の
人
が
知
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

子
宝
と
い
わ
れ
る
と
子
は
自
分
が
「
お
れ
は

親
の
宝
な
の
さ
」
と
、
ま
る
で
貴
い
物
で
あ
る

か
の
ご
と
く
、
錯
覚
し
て
い
な
い
だ
ろ
う
か
。

「
子
宝
」
と
は
、
子
自
身
の
価
値
を
何
ら
意

味
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
も
、
銘
記
す
べ
き

で
あ
ろ
う
。

あ
の「
銀
も
金
も
玉
も・・・」と
い
う
一
首
は
、

通
俗
的
な
「
子
宝
」
観
の
皮
を
一
剥む

き
も
二
剥

き
も
し
た
、
親
に
お
け
る
愛
の
絶
望
を
歌
っ
た

も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
い
て
、
な
お
い
っ
そ
う
憶
良
の
一
首

が
貴
い
の
は
、
こ
の
絶
望
の
根
源
で
あ
る
子
へ

の
愛
を
、
憶
良
が
捨
て
な
か
っ
た
こ
と
だ
。
捨

て
て
は
い
け
な
い
と
い
う
ル
ー
ル
な
ど
、
ど
こ

に
も
な
い
の
に
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
憶
良
が
子
へ
の
愛
を
捨

て
な
か
っ
た
理
由
は
、
彼
が
矛
盾
に
悩
む
人
間

の
尊
厳
に
生
き
た
こ
と
に
あ
る
。
愛
は
人
間
の

存
在
証
明
な
の
だ
か
ら
。

『
万
葉
集
』
の
一
首
を
前
に
こ
の
よ
う
に
考

え
る
こ
と
が
わ
た
し
に
は
よ
く
あ
る
。
す
る
と

し
み
じ
み
と
し
た
人
間
の
生
身
の
哀
し
み
が
体

に
滲
み
通
り
、
人
間
と
し
て
生
き
て
い
る
こ
と

が
、
何
と
貴
く
、
い
か
に
愛か
な

し
い
こ
と
か
と
、

わ
た
し
は
深
い
感
動
に
包
ま
れ
る
。
そ
し
て
一

日
で
も
長
く
感
動
の
日
々
を
く
り
返
し
た
い
と

願
う
こ
と
に
な
る
。

き
れ
ま
せ
ん
。
お
釈
迦
さ
ま
」
と
訴
え
て
い
る

ふ
う
で
す
ら
あ
る
。

こ
う
な
る
と
、
子
は
宝
ど
こ
ろ
か
迷
惑
千
万

な
存
在
だ
と
い
わ
ん
ば
か
り
で
は
な
い
か
。

じ
つ
は
、
憶
良
は
他
に
も
幼
な
子
を
死
な
せ

た
親
の
悲
し
み
を
歌
う
。
身
も
だ
え
す
る
よ
う

に
激
越
な
悲
し
み
方
で
、
掌
中
の
珠
を
失
っ
た

こ
と
を
悲
嘆
す
る
、
す
ぐ
れ
た
長
歌
で
あ
る
。

子
は
宝
だ
と
い
う
こ
の
長
歌
で
は
幸
福
感
と

は
正
反
対
に
、
子
が
誕
生
し
た
歓
び
や
成
長

す
る
こ
と
へ
の
期
待
は
子
の
病
気
か
ら
逆
転
し

て
、
平
癒
へ
の
祈
り
と
な
り
、
し
か
し
そ
れ
を

裏
切
る
病
状
の
悪
化
や
そ
の
果
て
の
死
が
親
の

苦
悩
を
深
め
る
。
人
間
の
深
い
絶
望
を
語
り
続

け
て
止
ま
な
い
一
首
で
あ
る
。

こ
の
絶
望
感
と
子
が
宝
だ
と
い
う
考
え
と

は
、
ど
う
整
合
す
る
の
だ
ろ
う
。
憶
良
は
辻つ
じ
つ
ま褄

子宝ということ
文化勲章受章記念特別寄稿

『万葉集』それは、いにしえ人からの贈り物。
昨年11月、文化勲章を受章された
中西進中央図書館・右京中央図書館長から、『万葉集』の中の一首、

「子を思う歌」について解説していただきました。

「右京中央図書館　文化講演会中西 
進のアフタヌーン・トーク「恋する
万葉びと」Part3」
恋の歌を通して万葉の人々の思いを
伝えられました。

（平成 25 年 12 月）

移動図書館「こじか号」巡回に同行。
高雄小学校　体育館にて。

（平成 25 年７月）

『中西進の万葉みらい塾』
中西 進 / 著
朝日新聞社

平成 15 年から、日本各地の小・中
学校へ出かけて、『万葉集』の出前授
業をされた時の生き生きとした子ども
達とのやりとりが収録されています。

中西 進　中央図書館・
右京中央図書館長

京図ものがたり vol.343 2京図ものがたり vol.34

利用者の方数人が、「自分の好きな本」をテーマに
館長と気軽にお話していただきました。

平成 25 年６月。中央図書館１階にて。

中西館長のチャットるうむ
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西陣織や京くみひも、京焼など…京都には、伝統
産業を体験できる施設から本格的に学べる専門学校
まで揃っています。是非、本物を見て、体験してみ
てください。新しい世界との出会いがあるかも…。

昨年「現代の名工」に選ばれた、山
やまたに

谷町
まち

子
こ

さんにお話を伺いました。
●伝統工芸士になられたきっかけは？
今から40年ほど前に、それまで勤めていた医療の仕事を将来続けていくか考えていたとき、

たまたま乗っていたバスのつり広告に「染織学園」の募集があり、仕事を辞め２年間勉強しま
した。その後10年ほど、幅を広げるために宇治のくみひも師に習いがてら、伝統工芸士の試験
を受けました。また、全て自分の手でやっていこうと道具の購入から始め、現在に至っています。
●昨年11月に、「現代の名工」に選ばれましたね。おめでとうございます。
最初の15年は苦労の連続でした。けれども毎日少しずつでもひもを組み、自分で糸から草木染したり、

“経
へいじゃく

尺”（糸の幅や厚さ・持ち本数など計算すること）や、背中にあたる部分に印
しるしもん

紋を入れるな
どの工夫が認められたのかもしれません。今は年金生活で暮らしが立つので、伝統をふまえ、
自分なりのものを組みあげています。

体験して
　みよう！

特別インタビュー！

『錦』
宮尾　登美子／著

中央公論新社

京都西陣の街で絹織物に生涯を賭けた
菱村吉蔵の一代記。その仕事への情熱は、
狂気すら感じさせ、凄みがあります。
影に日向に吉蔵を支える、三人の女たち
との人間模様も細やかに描かれています。

西
陣
織
の
物
語

宮尾登美子著『錦』の主人公・菱村吉蔵
のモデルは、龍村美術織物の創設者である
初代・龍村平藏。小説の世界を目でも味わっ
てみてはいかがでしょうか？
龍村平藏が独自に生み出した織の技法
と、古代織物の復元との二つの世界を豊富
な図版で堪能できます。

『初代龍村平藏
織の世界 生誕120年記念展』
丸山　伸彦／監修・編集　朝日新聞社

天
才
の
仕
事

戦国時代から江戸時代にかけて開花した
華やかな絵師の世界を、尾形乾山、狩野永
徳、長谷川等伯、狩野雪信、多賀朝湖の
5 人を主人公に描く連作短編。
キーワードは「赤穂浪士の討ち入り」です。

『乾
けんざんばんしゅう

山晩愁』
葉
は む ろ

室　麟
りん

／著　角川書店

絵
師
の
世
界

親しみやすい文体と絵で、「職人の世界」
を身近に感じることのできる一冊です。
職人のための道具を作る職人がいること
に、この世界の奥深さを感じます。
また巻末のマンガでは、伝統産業の日に
京都市勧業館“みやこめっせ”で開催され
るイベントが紹介されています。

『京職人ブルース』
米原　有二／文　堀　道広／絵

京阪神エルマガジン社

職
人
の
世
界
を
覗
く

様々な出会いやきっかけから、伝統的工
芸品に魅せられ、その世界に打ち込むこと
になった 32 人の若者達にインタビュー。
伝統工芸は後継者不足が悩みの種です
が、この本で紹介されている若者達は、
誇りと喜びを持って、謙虚に道を究めようと
しています。

『ARTISAN』
浅見　文夫／著　遊行社

伝
統
を
受
け
継
ぐ

春分の日は伝統産業の日

京都市は、平成14年度から春分の日を「伝統産業の日」と定め、毎年この日を中心に、市内各地で様々なイベン
トを実施しています。今号では、伝統産業の日にちなみ、本で出会える伝統産業の世界をご紹介します。

『京のかざぐるま』
吉
よしはし

橋　通
み ち お

夫／著　日本標準
「この車は何年もつと思う？」
「百年や」
祇園祭の鉾の車をつくる車大工の親方と
その弟子、三吉の物語　「さんちき」他、
幕末の京都を舞台に、時代や境遇に翻弄され
ながらも、働きながらたくましく成長する
子どもたちを描く短編集。

世
代
を
超
え
て

日々の暮らしに溶け込んだ工芸品を、暦
に合わせて紹介しています。あなたの誕生
日や記念日にはどんなものが紹介されてい
るのでしょうか？
美しい写真と、その工芸に関するコラム
もあります。

『工芸の四季』
澤田 美恵子／著・中野　仁

よ し と

人／著
京都新聞出版センター

伝
統
工
芸
い
ろ
い
ろ

ひもを組む山谷さん

山谷さんの作品

『京の和稽古』
光村推古書院

『本物の京都
和の心体験』

講談社／編
講談社

『京都匠倶楽部
  第７号 ザ京もの』

講談社

『京都工房めぐり
と古都体験の旅』

レブン／著
メイツ出版

現代の名工とは… 昭和42年より、厚生労働大臣が概ね150名の卓越技能者を表彰し、技術者の地位や技能
水準を上げる制度。青少年がその適性に応じ、誇りと希望を持って技能労働者となり、そ
の職業に精進する気運を高めることを目的としている。

京くみひもとは… 平安時代より、神具・仏具・武士の鎧
よろいかぶと

兜などの装身具や調度品として用いられたもの。現在
では、帯締・アクセサリーなどがある。

(京くみひもの伝統工芸士は、平成25年度22名。伝統的工芸品産業振興協会より）

山谷町子さん略歴…　大正 15 年 10 月生まれ。昭和 48 年４月より染織学園にて染色・くみひもを学ぶ。昭和
50 年３月卒業、以後自家工房にてくみひも制作に取り組む。平成９年２月伝統工芸士認定。平成 23 年度京都
府伝統産業優秀技術者として表彰される。平成 25 年 11 月「現代の名工」に選ばれる。子どもの頃喘息を患い、隅田川沿いに住

んでいた冴子。くみひもの糸を染めてもら
うため、幼馴染の小磯俊男と 15 ～ 6 年ぶ
りに再会する。今はそれぞれ伴侶がいる二
人だが、ある時平家納経の組

くみひも

紐を、共に再
現することとなり…。

『隅田川暮色』
芝木　好子／著　文藝春秋

く
み
ひ
も
の
物
語



「レファレンス事例紹介」のページでは、京都市図書館に寄せられたご質問の
一部を紹介しています。
キーワードで検索することもでき、図書館からの回答や参考文献、役立つウ
ェブサイトがご確認いただけます。

例えば、“祇園祭”というキーワードで検索すると、
「祇園祭・山鉾巡行コースの変遷について知りたい」「祇園祭の頃に、京都の
人がきゅうりを食べない理由を知りたい」　といった事例をご覧いただけます。
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●赤ちゃん絵本の会
毎月第３月曜日の11時から行っています。この時間

になると、図書館の中に乳母車やバギーがずらり。司書
や、ボランティアの方や、近くの吉祥院保育所・山ノ本
保育所の保育士さんによる読み聞かせや手遊びが始まる
と、日頃は静かな図書館が赤ちゃんの笑い声で満たされ
ます。傍で見ていても思わず微笑んでしまう楽しい時間
です。
終了後は、お母さん同士の交流や、保育士さんに育児

の悩みを相談する様子も見受けられ、新たな図書館の役
割りを感じます。

●おたのしみ会
毎月第４土曜日の11時から行っています。赤ちゃん

より、もう少し大きいお子様から小学校低学年までを対
象に、司書やボランティアの方による絵本の読み聞かせ
や、簡単な工作をしています。近年、小学校でも英語が
必修化され、小さい頃から英語に慣れさせたいという要
望も強いことから、英語による絵本の読み聞かせや歌あ
そびも、年に数回実施しています。

吉祥院図書館は京都市で唯一、市立高校（塔南高校）に併設され
た図書館です。2、3 階が特別教室や武道場になっていて、授業や
クラブ活動に励む生徒たちの元気な声が時々聞こえてきます。従来
の図書館と少し雰囲気が違う当館ですが、笑顔いっぱいの図書館を
目指して、職員一同頑張っています。
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●はじめてカード・キャンペーン
京都市図書館では０歳から図書館カ
ードをお作りいただけます。当館では、
末永く本に親しんで欲しいとの願いを
込めて、はじめてカードを作られる乳
幼児の方に、お子様の顔写真入りのオ
リジナルしおりをプレゼントしていま
す。このキャンペーンは吉祥院図書館
だけで行っています。お子様のカード
をお作りになる際はぜひカウンター
に、しおりを希望する旨をお伝えくだ
さい。

●特色のある蔵書
当館の蔵書数は約６万冊と、京都市図書館の中では比
較的少ない方です。そこで、鉄道関係の本など他の図書
館にあまり無い本や、中学生・高校生に人気の高いライ
トノベルなどを積極的に揃えていくなど、当館の特色を
出せるよう努めています。京都市立の図書館はオンライ
ンで結ばれていて、他館所蔵の本も取り寄せることがで
きます。人気の高いライトノベルのシリーズは他館から
の予約も多く、当館の棚にないこともあります。気にな
る方はぜひこまめにチェックしてくださいね。また、こ
んな本を買って欲しいという要望があればどんどん教え
てください。特に児童・生徒さんからのリクエストを
お待ちしています。

これからの吉祥院図書館
吉祥院図書館の施設面の特徴の一つとして、約110㎡のテラスがあります。気候の良い日には外のベン

チで読書を楽しむことができます。このテラスを利用して何かイベントができないか検討中です。利用者の
皆様からのアイデアも取り入れたいと考えています。ご意見を当館までお伝えいただければありがたいです。
利用者の皆様に満足していただくべく努力していますが、まだまだ多くの課題があります。課題の解決に

当たっては、利用される方々のご意見やご要望を大事にし、利用者の皆様と一緒に築きあげる吉祥院図書館
の運営を目指していきたいと考えています。
これからも、吉祥院図書館をどうぞよろしくお願いいたします。

各館の特色紹介・吉祥院図書館

吉祥院図書館
☎681-1281

南区吉祥院池田町１

レファレンスとは、みなさんからの質問・相談を受けて、調べものに必要な資料を探す
お手伝いをすることです。
京都市図書館では、京都市図書館ホームページから“京都に関するレファレンス”を

お申込いただける「Eメールレファレンスサービス」を新たに開始しました。

より便利になったレファレンスサービスをぜひご活用ください！

問い合せ先　右京中央図書館（075）871-5336

“申込フォーム”から
レファレンスを
お申込みください。

図書館からの回答が
Ｅメールで届きます。
（通常、一週間程度）

その場で回答を
ご覧いただけます。

京都市図書館ホームページのトップページから

をクリック申込の
流れ

レファレンス事例紹介ページ

レファレンス
事例の中に
求める情報が

あ る インターネ
ットから

申込み

どなたでも
ご利用

いただけま
す

24 時間
いつでも受付！

レファレンス
事例の中に
求める情報が

な い



「レファレンス事例紹介」のページでは、京都市図書館に寄せられたご質問の
一部を紹介しています。
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ェブサイトがご確認いただけます。

例えば、“祇園祭”というキーワードで検索すると、
「祇園祭・山鉾巡行コースの変遷について知りたい」「祇園祭の頃に、京都の
人がきゅうりを食べない理由を知りたい」　といった事例をご覧いただけます。
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